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意見書・決議の審議結果
※可決された意見書は、国等の関係機関に送付しました。原稿は提案議員が作成しています。
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原案可決○○○×○○○×○×
首相主導で解釈改憲に踏み切れば、国民の自由や権利を守るために憲法は政府
を縛るという立憲主義の否定になる。よって小金井市議会は政府の憲法解釈変
更による集団的自衛権行使に反対する。

立憲主義を否定する政府の憲法
解釈変更による集団的自衛権行
使に反対する意見書

可　
　
　
　
　

決

原案可決○△○×○○○×○
×４
△１

安倍内閣は、「エネルギー基本計画」の政府案を決定した。福島第一原子力発電
所は、一旦事故を起こせば制御できない危険があることを浮き彫りにした。原
発を推進する計画は見直し、自然エネルギーへの転換を求める。

原発を推進するエネルギー基本
計画の見直しを求める意見書

原案可決○○○○○○○×○△
政府は避難を継続または帰還を選択した住民双方に「原発事故・子ども被災者
支援法」に基づく十分な支援を行い、避難指示解除の可否については慎重に検
討し、専門家会議に新たな専門家を加えヒアリングを実施することを求める。

原発事故子ども・被災者支援法
に基づく有効な支援を求める意
見書

原案可決○○○×○○○×○△
国民健康保険は厳しい財政運営を強いられる中、１,０００億円近くの剰余金を抱
える本制度の運営に批判の声が上がっている。障がい者を支援する施策ならば
「福祉政策」で保障し、無過失補償制度として法律にすることを求める。

産科医療補償制度の抜本的見直
しを求める意見書

原案可決○○○○○○○○○○
メニューの虚偽表示等に対し、抜本的対策を法制化する「景品表示法等改正案」
の早期成立と、冷凍食品への農薬混入事件や、毎年起こる集団食中毒対策への
食品の安全管理、衛生管理体制の強化等の適切な措置を求める。

食の安全・安心の確立を求める
意見書

原案可決×○×○×○○○×○
競技大会の開催は、更なるスポーツ振興や国際相互理解の促進、地域経済の活
性化にもつながる。各国選手団の事前合宿の誘致や、スポーツを活用した街づ
くり、交通インフラ等必要な社会基盤の整備を進めるよう国に求める。

２０２０年東京オリンピック・パラ
リンピック競技大会に向けた環
境整備及び地域における取組へ
の支援を求める意見書

原案可決○○○○○○○○○○
中国において発生したＰＭ２.５による深刻な大気汚染は、越境被害が今問題にな
っている。その構成成分の解明や健康影響調査を進め、法律に基づいた注意発
令の整備と、国内外の発生抑制対策を推進することを求める。

ＰＭ２.５（微小粒子状物質）に係
る総合的な対策の推進を求める
意見書

原案可決×××○××○○×○
現下の厳しい小金井市財政の状況から、選挙立会人等の報酬の見直しの必要性
については理解するが、公正公平な開票作業が行われるよう、まずは時間のロ
スをなくし、厳正にして効率的な開票作業がされることを関係者に求める。

議員案第４０号特別職の給与に関
する条例の一部を改正する条例
に対する付帯決議

原案可決○○○○○○○△○△
子ども・子育て支援新制度は「量の拡充」と「質の向上」について、政府の試
算では約４，０００億円の財源のめどが立っていないことが明らかになった。必要
な財源の確保実現に向けた、大きな政治の決断を政府に対し強く求める。

子ども・子育て支援新制度にお
ける財源不足の確保を求める意
見書

原案可決○○○○○○○△○
○１
△４

待機児童発生率は２年連続多摩２６市中ワーストであり、集団異議申し立ては行
政執行への不満の表れである。また、入所希望者は増え、保育枠は不足し続け
ることが予想される。早急に効果的な取組を実行するよう市に求める。

待機児童解消に向け、早急に効
果的な取組を求める決議

否　決×○○△○○××○×
猪瀬前東京都知事の裏献金疑惑は、東京電力病院の売却問題等都政の在り方に
関わる問題で、金と利権でゆがめられるような都政と決別するために、疑惑の
徹底解明を求める。

猪瀬前東京都知事の裏献金疑惑
について徹底解明を求める意見
書否　

　
　
　
　

決

否　決○△○○○×××○×
憲法に則して教育の自主権を守るために作られた教育委員会制度の根幹を改変
し、国や首長などの政治権力による教育支配を歯止めなしに拡大するものとな
る教育委員会制度「改革」を行わないことを求める。

政治権力の教育支配につながる
教育委員会制度「改革」に反対
する意見書

否　決○○○×○○××××４
△１

行財政改革大綱に盛り込まれている「正規職員の５５歳昇給抑制」は平成２４年度
実施とされていたが、いまだに実現していない。人件費抑制措置も講じないま
ま、再任用職員の年収増だけを先行させるべきではない。

再任用職員のフルタイム化に関
する決議
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２
月
は
記
録
的
な
大
雪
で
あ
っ
た
。
契
頻
繁
に

起
こ
り
得
る
可
能
性
へ
の
認
識
は
。
形
大
雪
が
降

っ
た
際
の
マ
ニ
ュ
ア
ル
の
整
備
を
。
径
公
道
の
除

雪
に
従
事
し
た
職
員
数
は
。
恵
電
気
や
ガ
ソ
リ
ン

で
動
く
除
雪
装
備
が
な
い
。
十
分
と
言
え
る
の
か
。

　

危
機
管
理
担
当
部
長　

契
今
後
も
極
端
な
気
象

は
あ
り
得
る
。
形
地
域
防
災
計
画
に
は
大
雪
は
入

っ
て
い
な
い
。
マ
ニ
ュ
ア
ル
を
整
備
し
て
い
る
の

は
道
路
管
理
課
の
み
で
あ
る
。
径
２
月
８
日
、
９

日
は
職
員
６
人
が
、　

日
は
業
者
が
除
雪
し
た
。

１５

恵
手
押
し
で
雪
を
運
ぶ
ス
ノ
ー
ダ
ン
プ
な
ど
や
凍

結
防
止
用
の
塩
化
カ
ル
シ
ウ
ム
で
対
応
し
て
い
る
。

　

道
路
管
理
課
長　

形
マ
ニ
ュ
ア
ル
作
成
か
ら　
１３

年
が
経
過
し
て
お
り
、
新
設
道
路
も
整
備
さ
れ
て

い
る
の
で
、
除
雪
対
象
路
線
の
選
定
、
内
容
の
見

直
し
を
今
後
考
え
て
い
き
た
い
。

■
そ
の
他
、
部
長
職
や
課
長
職
が
多
摩
地
域
の
同

一
人
口
市
よ
り
多
い
問
題
を
質
問
し
、
削
減
を
求

め
ま
し
た
。

「「
雪
害
」
対
策

雪
害
」
対
策
のの

充
実
を
求
め

充
実
を
求
め
るる紀　
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虚
東
日
本
大
震
災
で
、
障
が
い
者
が
自
ら
助
け

を
求
め
る
こ
と
が
で
き
ず
亡
く
な
っ
た
。
緊
急
時

や
災
害
時
に
助
け
と
な
る
ヘ
ル
プ
カ
ー
ド
の
提
案

を
続
け
、
咋
年　

月
に
導
入
さ
れ
た
。
障
が
い
者

１１

や
難
病
患
者
の
た
め
の
ヘ
ル
プ
カ
ー
ド
・
ヘ
ル
プ

マ
ー
ク
の
普
及
啓
発
に
つ
い
て
、
契
協
力
を
求
め

る
た
め
に
市
民
へ
の
周
知
は
十
分
か
。
形
防
災
訓

練
で
使
わ
な
い
か
。

　

福
祉
保
健
部
長　

契
市
報
・
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
等

で
周
知
し
、
説
明
会
も
行
っ
た
が
、
一
層
周
知
す

る
。
形
地
域
安
全
課
と
考
え
て
い
き
た
い
。

　

許
救
急
医
療
情
報
キ
ッ
ト
を
提
案
し
、
昨
年
７

月
に
導
入
さ
れ
た
が
、
対
象
者
の
拡
充
の
声
が
あ

る
。
契
配
付
の
状
況
は
。
形
対
象
者
の
拡
充
を
。

　

福
祉
保
健
部
長　

契
災
害
時
の
要
援
護
者
等
を

対
象
と
し
、
給
付
率
は　

・
３
％
で
あ
る
。
形
必

２８

要
と
す
る
方
や
希
望
す
る
方
に
給
付
す
る
。

■
そ
の
他
、「
口
腔
ケ
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の
充
実
で
健
康
長
寿
を

図
っ
て
い
か
な
い
か
」
と
提
案
・
質
問
し
ま
し
た
。
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消
費
税
増
税
に
よ
り
、
保
育
施
設
な
ど
で
は
家

賃
が
上
が
る
な
ど
、
運
営
費
の
出
費
が
増
え
る
状

況
が
生
ま
れ
て
い
る
。
ま
た
、
学
校
給
食
も
値
上

げ
さ
れ
よ
う
と
し
て
お
り
、
市
民
生
活
は
ま
す
ま

す
厳
し
く
な
る
。
契
市
と
し
て
実
態
を
調
査
し
な

い
か
。
形
学
校
給
食
費
な
ど
助
成
し
な
い
か
。
径

市
長
は
消
費
税
の
増
税
中
止
を
要
求
し
な
い
か
。

　

企
画
財
政
部
長　

契
実
態
調
査
は
難
し
い
。

　

子
ど
も
家
庭
部
長　

契
保
育
単
価
に
反
映
さ
れ

て
い
る
か
は
、
数
字
を
持
ち
合
わ
せ
て
い
な
い
。

　

学
校
教
育
部
長　

形
困
難
で
あ
る
。

　

市
長　

径
将
来
の
日
本
を
考
え
る
と
や
ら
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
。
景
気
の
落
ち
込
み
を
阻
止
す
る

よ
う
国
に
働
き
か
け
る
。

■
そ
の
他
、「
障
が
い
者
が
安
心
し
て
暮
ら
せ
る

施
策
の
充
実
」「
公
立
保
育
園
の
委
託
化
は
や
め
、

安
心
し
て
子
育
て
で
き
る
環
境
」
に
つ
い
て
質
問

し
ま
し
た
。
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問

対
応
に
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問
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虚
契
市
内
で
１
件
の
軽
微
な
副
反
応
報
告
が
あ

っ
た
。
昨
年
と
今
年
の
接
種
者
数
は
。
形
健
診
で

防
げ
る
が
ん
。
接
種
後
も
健
診
を
、
と
周
知
し
な

い
か
。
径
被
害
を
広
げ
ず
治
療
法
確
立
の
た
め
に

も
、
副
反
応
の
実
態
調
査
を
行
わ
な
い
か
。

　

福
祉
保
健
部
長　

契
平
成　

年
度
の
月
平
均
は

２４

約　

人
。　

年
度
は
１
月
ま
で
の
月
平
均
は　

人

６６

２５

１０

程
度
に
激
減
し
た
。
形
健
診
の
重
要
性
等
も
含
め
、

分
か
り
や
す
い
周
知
に
努
め
る
。
径
国
の
動
向
を

見
る
。
市
独
自
の
調
査
は
行
わ
な
い
。

　

許
契
上
之
原
会
館
な
ど
の
集
会
施
設
も
、
当
日

空
い
て
い
れ
ば
利
用
で
き
る
よ
う
に
す
べ
き
。
形

市
民
交
流
セ
ン
タ
ー
地
下
練
習
室
は
、
利
用
時
間

区
分
を
１
時
間
ご
と
と
す
れ
ば
、
よ
り
多
く
の
団

体
が
利
用
で
き
る
。

　

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
文
化
課
長　

契
事
前
の
申
請
で

一
定
審
査
が
必
要
。
公
民
館
等
と
は
施
設
の
設
置

目
的
が
違
う
。
形
文
化
施
設
と
し
て
午
前
・
午
後
・

夜
間
と
の
単
位
が
確
立
さ
れ
て
い
る
。
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宮
頸
が
ん
ワ
ク
チ
ン

子
宮
頸
が
ん
ワ
ク
チ
ン
のの

副
反
応
／
集
会
施
設
利

副
反
応
／
集
会
施
設
利
用用


